B5用紙

（定例）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　　赤石　　　　）　

	山（山域・ルート）黒山聖人岩（岩登り訓練）


【日時】１７年１１月２７日（日）日帰り　
【メンバー】

（L）岩田・中村・ＳＳ・小川・町田・赤石　（計　６名）
【行動記録】

7:30大宮西口P～9:30聖人岩・・・16:00下山～大宮西口P19:00　　　　　　　　　　　　　　　　

【装備・食料等】

共同装備　50m×10.5mmｻﾞｲﾙ3本、ヌンチャク、ｺｯﾌｪﾙｾｯﾄ

個人装備　各種クライミングギア、昼食、防寒具、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　小春日和の暖かな日差しの中、県道15号30号、越生梅林をぬけ飛騨白川郷の合掌作り(移転･復元したのでしょうか？)　辺りから山へ入る。10分程登ると突然、前に反り返った大きな岩がデーンと見えてくる。すごい！大きい！現地集合のMさんとその友達2名も来ている。準備運動の後、Mさんが「おっとりマミちゃん」に、ﾘｰﾀﾞｰIさんは一番左の「ティータイム」とその隣の「コーヒータイム」にﾘｰﾄﾞで登りｻﾞｲﾙを張る。見ていると柔らかく足を伸ばし簡単そう登っていく。さてという時、不満の声が響く。なんとAがｸﾗｲﾐﾝｸﾞｼｭｰｽﾞを忘れたと・・。その隣で優しいNさんが交替で靴を貸してくれると。ティータイムなんとか登る。コーヒータイムは真ん中辺りでダウン。再びティータイムに取り付こうと手前の岩をあがった時、突然左肩が脱臼してしまう。「あっ大雲取谷の時と同じ？。やっちまった。」と思い、入れようとするがなかなか入らない。脂汗がとまらない。Nさんの出番。ゆっくり持ち上げるとｺﾞﾄｺﾞﾄと言って肩が入る。ハアー。それからずーっとブルーなA。「おっとりまみちゃん」に挑戦するﾒﾝﾊﾞｰを見つめていると上からコナラのﾄﾞﾝｸﾞﾘが茶化すように背中に当たった。何度か落ちて当たるのだが、これが意外に少しびっくりするほどの衝撃、ビクッとし、これがまた肩に響く。頭上ではヒヨドリと、なんだかきれいに啼く鳥（意外とガビチョウ？）が。昼飯後は、右方の一番簡単なルート「痒い霜焼け」に交替でトライ。Iさん、Mさんは平気で5･11以上のルートにﾄﾗｲしていく。腕、足のｽﾊﾟﾝをﾌﾙに使ってるが力まず末端が壁に吸い付くよう。みなさんがスパイダーマンに見えました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

